
看護学って理系？文系？
リケジョの力を活かす看護科学！

8/5 13：00～14：00
2025

火
看護科学の世界へようこそ！
春名 めぐみ 教授

「ずっと歩ける」を科学で支える：
股関節脱臼予防に向けた看護教育プログラムの開発
城内 愛 助教

キズはなぜ治らない？
バイオ技術による看護ケア創出
滝沢 知大 助教

医療・介護ビッグデータから見えること
―看護分野のデータサイエンス―
久貝 波留菜 特任助教

対象 中高生・既卒者・
保護者・教員など

問い合わせ
東京大学医学部 地域看護学・公衆衛生看護学分野　
〒113-0033 東京都文京区本郷7-3-1 東京大学 医学部 地域看護学・公衆衛生看護学分野
Email: maeda-akari629@g.ecc.u-tokyo.ac.jp　Tel:03-5841-3649 （10時～16時）

参加費
無料

看護科学は、基礎研究から臨床

研究まで、必要な研究分野を

すべて取り入れ、人々の健康に、

最前線で直接アプローチする

学問です

コンテンツ高校生のためのオープンキャンパス

https://sites.google.com/view/utokyo-opencampus

参加登録が
必要です。

東大　オープンキャンパス 検索

参加登録URL

東京大学医学部
健康総合科学科

当日先着300名まで

場所 オンライン開催
Zoom（ライブ形式）

※サイト内の「登録・申込」からお申し込みください。



「ずっと歩ける」を科学で支える：
股関節脱臼予防に向けた看護教育プログラムの開発
城内 愛 助教
歩行は人間の基本動作の一つですが、年を重ねて歩きづらくなる方もいます。実は、その原因の一つが、赤ちゃん
のころの股関節脱臼であると分かってきました。私たちは、赤ちゃんの股関節脱臼を予防し、将来ずっと歩ける股
関節づくりを支援する看護教育プログラムを研究中です。今回は「研究は誰のため？何のため？」という視点から、
未来を支える看護の研究をご紹介します！看護×赤ちゃん×未来のつながりを一緒に考えてみませんか？  

キズはなぜ治らない？ バイオ技術による看護ケア創出
滝沢 知大 助教
「キズ」と聞いて思い浮かぶのは転んだり切ったりしたケガでしょうか？医療機器や体重によって皮膚が長時間圧迫され
ることでキズが発生したり、血流障害や細菌感染などによってキズが治りにくくなったりすることがあります。
私は、こうした「治りにくいキズ」がなぜ起きるのか、どんなケアをすれば、早くきれいに治るのかを、バイオ技術を活
用して研究しています。今回は、看護学とバイオ研究が交わる研究の一端を、分かりやすくご紹介します！

医療・介護ビッグデータから見えること
ー看護分野のデータサイエンスー
久貝 波留菜 特任助教
みなさんが病院に行くと、診察や治療の内容は「レセプト」というかたちで記録されます。これは、あとでお金のやり
とりに使う大切なメモです。私たちは、たくさんの人のレセプト情報などを集めた「医療・介護のビッグデータ」を使
って、患者さんの体の変化やどんな助けが必要か、そして、よりよい看護とは何かを調べる研究をしています。デー
タから見えてくる医療や健康の世界を、いっしょにのぞいてみませんか？

看護学って理系？文系？
リケジョの力を活かす看護科学！

問い合わせ
東京大学医学部 地域看護学・公衆衛生看護学分野
〒113-0033 東京都文京区本郷7-3-1 東京大学 医学部 地域看護学・公衆衛生看護学分野
Email: maeda-akari629@g.ecc.u-tokyo.ac.jp　Tel:03-5841-3649 （10時～16時）

コンテンツ紹介

8/5 13：00～14：00
2025

火

高校生のためのオープンキャンパス

https://sites.google.com/view/utokyo-opencampus

東大　オープンキャンパス 検索

参加登録URL

当日先着300名まで
対象 中高生・既卒者・保護者・教員など

場所 オンライン開催 Zoom（ライブ形式）Zoom（ライブ形式）

参加費
無料
参加登録が
必要です。

※サイト内の「登録・申込」からお申し込みください。


